


 

 

 

は じ め に 
 

本市には中川や綾瀬川、農地や屋敷林など水と緑ゆたかな自

然が先人より受け継がれ、私たちの貴重な財産として残されて

います。 

私たちの身近にある自然は、地球温暖化やヒートアイランド

現象を緩和し、多様な生物を育むとともに、市民生活にうるお

いとやすらぎを与えるなど重要な役割を持っています。 

こうした貴重な自然を将来にわたり守り、育て、次世代に受

け継いでいくことが私たちの責務であります。 

これまでは平成 27 年度までを計画期間とする、「中川の恵みを伝える」を緑の将来

像とした「八潮市緑の基本計画」に基づき、計画的に緑化に関する取組を推進してきま

した。 

しかし、一方で本市を取り巻く環境は、つくばエクスプレス開通等による都市化の進

展に伴う緑の減少や大規模災害に備えた防災意識の高まりに加え、社会情勢も大きく変

化しています。 

このような状況に対応していくため、市民が身近にふれ親しむ緑のまちづくりの指針

として、平成 28～平成 37 年度を計画期間とした「八潮市緑の基本計画」を改訂いた

しました。 

本計画では、緑の将来像を「共生・協働による水と緑ゆたかなまち 八潮」として、

「良好な景観形成」、「市民との協働」及び防災面も踏まえ、緑の保全・創出を重要な視

点と捉え、各施策による取組みを進めるための考え方を示しています。 

今後は、この計画に基づき、市民の皆様との協働により、受け継がれてきた水辺や緑

の保全とともに、緑と花いっぱい運動の展開により、新たな緑の創出による水と緑ゆた

かなまちづくりを進め、八潮市に住むこと、住み続けることを誇りに思える「住みやす

さナンバー１のまち」の実現を目指してまいりますので、市民の皆様のご理解、ご協力

をお願い申し上げます。 

終わりに、本計画の改訂にあたり、貴重なご意見、ご提言をいただきました「市民ワ

ークショップ」に参加いただきました皆様をはじめ、ご協力をいただきました多くの関

係者の皆様に心からお礼申し上げます。 

 

平成２８年４月 
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１．緑の基本計画改訂の背景                         

「緑の基本計画」とは、都市緑地法第 4 条に規定されており、緑地の保全及び緑化の推進に

関する目標や施策を示す総合的な計画です。本市では、平成 13 年 3 月に平成 27 年度までを

計画期間とする「八潮市緑の基本計画」を策定し、「中川の恵みを伝える」を将来像とした緑の

まちづくりを推進してきました。策定後 14 年が経過し、この間、地球温暖化、大規模災害等

の発生、少子・高齢化の進行、景観緑三法の成立など、緑をとりまく環境や社会情勢が大きく

変化しています。また、つくばエクスプレスの開通をはじめ、土地区画整理事業の推進による

人口増加、第 5 次八潮市総合計画、八潮市都市計画マスタープランの策定など、本市のまちづ

くりの新たな方針も示されています。 

このような状況を踏まえ、本市の緑の現状・課題を整理した上で、長期的視点に立った持続

可能な緑の基本計画として改訂を行ったものです。 

 

■緑の基本計画の改訂の背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

八潮市緑の基本計画（平成 13年 3月策定） 

八潮市緑の基本計画（平成 28年度改訂） 

まちづくりの進展 

・つくばエクスプレス（八潮駅）の

開通（開業） 

・土地区画整理事業の推進 

・緑地の保全 

・緑化の推進 

上位・関連計画の策定 

・第 5 次八潮市総合計画 

・八潮市都市計画マスタープラン 

・第 2 次八潮市環境基本計画 

・八潮市景観計画 

社会情勢の変化や    

市民ニーズの多様化 

・地球温暖化、ヒートアイランド現

象をはじめとした環境問題に対

する社会的要請 

・災害に強いまちづくりの推進 

・少子高齢化対策の推進 

景観緑三法の成立 

・都市緑地法・都市公園法の改正 

・景観法の制定 
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２．計画の位置づけ                           

（１）計画の位置づけ 

本計画は、「第 5 次八潮市総合計画」、「八潮市都市計画マスタープラン」の上位計画や、

「第 2 次八潮市環境基本計画」、「八潮市景観計画」などの分野別の計画と整合を図り、と

りまとめたものです。 

■位置づけ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画の目標年次 

本計画の目標年次は、「第 5 次八潮市総合計画」と「八潮市都市計画マスタープラン」と

の整合を図り、平成 37 年度とします。ただし緑に関する取組は、長期的な視点に立って

計画し、実現していく必要があります。 

■計画期間 

 

平成 (年度）
13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

八潮市緑の基本計画（改訂版）八潮市緑の基本計画

第4次八潮市総合計画 第5次八潮市総合計画

八潮市都市計画マスタープラン

八潮市環境基本計画 第2次八潮市環境基本計画

 

八潮市緑の基本計画 

第2次八潮市環境基本計画 
■望ましい環境像： 

「水と緑にふれあえる、環境に

やさしいまち八潮」 

 
・八潮市景観計画 
・八潮市地域防災計画 
・八潮市都市農業振興基本計画 
・他関連計画 

第 5次八潮市総合計画 
■将来都市像： 

  「住みやすさナンバー１のまち 八潮」 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 
■埼玉県の将来像： 

『みどり輝く 生きがい創造都市』  

～暮らし続けるふるさと埼玉～ 

八潮市都市計画 
マスタープラン 

■目標とする都市像： 

「安心して暮らせる  

快適都市 やしお」 

埼玉県広域緑地計画 
■緑の将来像： 

『緑とともに暮らす、 

ゆとり・安らぎ「埼玉」』

広域的視点から
見た緑地配置 
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制
緑
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公
共
施
設
緑
地 

緑に関連する法による
もの 

緑に関連する条例など
によるもの 

生産緑地地区、河川区

域、緑地協定など 

保存樹木、保存生垣、
保存樹林地 

神社遊園など 

都
市
公
園
以
外 

民間施設緑地 

住区基幹公園、都市基幹公園、緑道、緑地

など 

児童遊園、緑の広場、ふるさとの森

など 

大原公園、やし

お駅前公園 等 

中川やしおフラ

ワーパーク、恩

田家屋敷林ふる

さとの森 等 

中川、市街化区域

内の農地 等 

久伊豆神社児童 

遊園 等 

《八潮市の事例》 

都
市
公
園 

（３）緑の基本計画とは 

緑の基本計画は、都市緑地法第 4 条に「市町村の緑地の保全及び緑化の推進に関する基

本計画」として規定されており、市町村が緑地の保全や緑化の推進に関して地域の特性を

踏まえ、将来像、目標、施策などを総合的に定める計画です。 

 

※緑の基本計画で取り扱う「緑」 

・公園・広場、樹林地、草地、河川・湖沼、農地、公共施設の緑、工業地の緑、商業地

の緑、住宅の庭や生垣などの民有地における緑など、まちの緑全般のことを「緑」と

しています。 

また、「緑地」は公共施設等として管理される「施設緑地」と、法や条例、協定等によ

り位置づけられる「地域制緑地」に分類されます。 

 
■緑地の体系 
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（４）緑地の多様な機能（役割）について 
緑地には、次の表に記すような多様な機能（役割）があります。 

機能 内容 イメージイラスト 八潮市の事例 

①環境保全

機能 

・二酸化炭素（CO2）を吸

収し、温暖化を防止する。

・ヒートアイランド現象を 

緩和する。 

・大気の浄化や騒音、振動 

などを緩和する。 

・人と自然が共生する都市 

環境を形成する。  

②レクリエ

ーション

機能 

・日常でのレクリエーション 

の場を創り出す。 

・自然とのふれあいの場を 

創り出す。 

・歴史的な文化とのふれあい 

の場を創り出す。 

・地域の交流や、健康増進 

を図る場を創り出す。  

③防災機能 

・災害時の避難場所や救援 

活動拠点となる。 

・火災時の延焼防止や避難 

路となる。 

 

④景観形成

機能 

・四季の変化を実感するこ 

とができ、都市にうるおい

とやすらぎを与える。 

・河川や用水、街路樹、社寺

林や屋敷林などは、地域の

特徴的な景観を形成する。  

 

⑤生物多様

性機能 

・多様な生物の生育・生息 

 地として、生態系を構成

し、生物多様性の機能維持

に重要な役割を果たして

いる。 

 

 


